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（午後 １時１分 開会） 

○中村統括課長代理  

  お待たせいたしました。時間になりましたので、まだ見えていない方がいらっしゃい

ますけれども、始めさせていただきたいと思います。 

  ただいまから、「東京都がん対策推進協議会の第９回就労支援ワーキンググループ」

を開催いたします。 

  私は、がん対策担当の統括課長代理をしております中村でございます。よろしくお願

いいたします。 

  本日は、委員の皆様方にはお忙しい中、ご出席いただきまして、誠にありがとうござ

います。 

  本日はウェブということで、機器の不具合等により映像が見られないですとか、音声

が聞こえない等ありましたら、議事の途中でも結構ですので、挙手ですとかお声がけい

ただければと思います。 

  あと、委員の皆様に２点お願いがございます。議事録作成のため、必ずご発言の際は

ご所属とお名前のほうをおっしゃっていただくようお願いいたします。 

  ご発言の際以外は、マイクのほうをミュートにしていただきたいと思います。 

  以上の二点でございます。 

  なお、本日の会議ですけれども、後日資料及び議事録を公開させていただく予定です。

あらかじめご了承のほどお願いいたします。 

  それでは、開会に当たりまして、医療政策担当部長の鈴木より、一言ご挨拶申し上げ

ます。 

○鈴木医療政策担当部長 皆様こんにちは。東京都福祉保健局医療政策担当部長の鈴木と

申します。よろしくお願いいたします。 

  委員の皆様には、ご多用の中、本ワーキンググループにご参加いただきまして、誠に

ありがとうございます。ワーキンググループにおきましては、ライフステージに応じた

がん対策の一環といたしまして、がん患者の治療と仕事の両立支援の充実に向けたご意

見をいただいているところでございます。本日は、都における令和４年度の治療と仕事

の両立支援に関する取組についてのご報告及び令和５年度に予定しております取組につ

いてのご紹介、また同じく来年度予定しております東京都がん対策推進計画の改定作業

についてのご説明をさせていただければと存じます。 

  今回より、新たにご就任された委員もいらっしゃるとのことを聞いてございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。本ワーキンググループをより活発な議論の場にしてい

ただきたく、ご意見頂戴できればと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

  本日は、全員の委員の皆様、忌憚のご意見をいただきたいと存じますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

  以上です。 
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○中村統括課長代理 鈴木部長、ありがとうございます。 

  それでは、本日の会議資料でございますけれども、委員の皆様には事前にデータにて

送付をさせていただいております。次第記載のとおり、資料１から５までと参考資料１

から４まで、一部資料に関してはＵＲＬという形になっております。基本的には、本日

報告事項が中心になってございますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、今鈴木部長の挨拶の中にもありましたけれども、委員の方がかなり代わられて

いるということで、皆様のご紹介でございます。資料の２－２東京都がん対策推進協議

会就労支援ワーキンググループ委員名簿をご覧ください。 

  今回より、新たな任期になってございまして、委員の皆様をご紹介させていただきま

す。一通り皆様、お名前をお呼びしますので、一言ご挨拶いただければと思います。 

  まず名簿の上段から行きます。東京都中小企業団体中央会 労働課長の青木委員でご

ざいます。 

○青木委員 青木です。よろしくお願いいたします。 

○中村統括課長代理 続きまして、国家公務員共済組合連合会虎の門病院 院長補佐、血

液内科部長であられます内田委員でございます。 

○内田委員 内田です。今回初めて参加させていただきます。どうぞよろしくお願いしま

す。 

○中村統括課長代理 続きまして、順天堂大学 衛生学 公衆衛生学講座 非常勤講師の遠

藤委員ですけれども、本日は欠席というご連絡いただいております。 

  続きまして、アフラック生命保険株会社 人材戦略第二部 健康推進室長の大賀委員で

ございます。 

○大賀委員 アフラックの大賀でございます。前任の佐柳の後ということで参りました。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○中村統括課長代理 よろしくお願いいたします。 

  続きまして、東京商工会議所 産業政策第二部担当課長、清田委員でございます。 

○清田委員 東京商工会議所の清田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○中村統括課長代理 続きまして、独立行政法人労働健康安全機構東京労災病院 治療就

労両立支援センターのメディカルソーシャルワーカーの新明委員でございます。まだこ

ちらに入られていないようなので、後ほどいらっしゃいましたらご紹介したいと思いま

す。 

  続きまして、東京都社会保険労務士会がん患者・障がい者等就労支援特別委員会委員

長の染谷委員でございます。 

○染谷委員 東京都社会労務士会の染谷でございます。本日はよろしくお願いいたします。 

○中村統括課長代理 続きまして、聖路加国際病院 乳腺外科副医長であります竹井委員

でございます。 

○竹井委員 聖路加国際病院 乳腺外科の竹井と申します。前任の山内に続きまして、担
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当させていただくことになりました。よろしくお願いいたします。 

○中村統括課長代理 よろしくお願いいたします。 

  続きまして、同じく聖路加国際病院アシスタントナースマネージャーであります橋本

委員でございます。 

○橋本委員 聖路加病院の橋本と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○中村統括課長代理 続きまして、声を聴き合う患者たち＆ネットワーク「ＶＯＬ－Ｎｅ

ｔ」代表の伊藤委員でございますが、伊藤委員もまだこちらに来られていないようなの

で後ほどいらっしゃいましたらご紹介いたします。 

  続きまして、公益社団法人東京都医師会理事であります鳥居委員でございます。 

○鳥居委員 よろしくお願いいたします。東京都医師会の疾病対策担当理事をしておりま

す鳥居でございます。よろしくお願いいたします。 

○中村統括課長代理 委員の紹介は以上でございます。皆様、どうぞよろしくお願いいた

します。 

  続きまして、ワーキンググループ長を選任いたしたいと思います。資料１になります

けれども、東京都がん対策推進協議会設置要綱をご覧ください。こちらの２ページ目の

第１０条の２の規定でございまして、ワーキンググループ長、ここに関しましては座長

の指名により選任するとなってございます。協議会の座長であります垣添先生の方から

就労支援ワーキングにつきましては、内田委員にお願いしたいということでご指名があ

りましたので、内田委員にお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  内田先生、一言、グループ長としてご挨拶いただけますでしょうか。 

○内田ワーキンググループ長 このたびワーキンググループを拝命しました内田です。今

回初めての参加ですし、様々要領得ないところがあるかと思いますけれども、よろしく

お願いします。非常に重要な領域だと思っておりますので、どうぞ皆様お力添えをと思

います。よろしくお願いいたします。 

○中村統括課長代理  ありがとうございます。 

  それでは、これ以降の進行につきましては、内田ワーキンググループ長にお願いした

いと思います。よろしくお願いいたします。 

○内田ワーキンググループ長 では、ここから先は私が進行を務めさせていただきますの

で、どうぞよろしくお願いします。 

  まず議事の（１）、「令和５年度における東京都がん対策推進計画の改定作業」につ

いてです。こちらは事務局から、議事（１）についての資料のご説明をよろしくお願い

いたします。 

○中村統括課長代理 ありがとうございます。 

  それでは議事１につきまして、資料３をご覧ください。一応画面共有もさせていただ

いております。少し小さいかもしれませんが、ご容赦ください。 

  令和５年度に予定しております「東京都がん対策推進計画の改定作業」についてご説
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明いたします。 

  まず、「東京都がん対策推進計画」ですけれども、こちらの計画はがん対策基本法に

基づきまして、都道府県が策定する、がん対策に関する計画になってございます。 

  現在の東京都がん対策推進計画は第二次改定版に当たります。計画期間は、平成３０

年度から令和５年度までの６年間となってございます。そのため、令和６年度より新た

な計画、第三次改定版を策定する必要がございます。令和５年度は東京都がん対策推進

協議会で改定作業の議論を行っていく予定でございます。 

  各ワーキングで所管している分野、就労支援ワーキングに加えまして、ＡＹＡのワー

キングと緩和ケアのワーキングがありますが、これらの分野と新たに予防のワーキング

も設置する予定ですけれども、このワーキングにつきましては、就労支援に関して、委

員の皆様に現状や課題や今後の方向性、取組などについて具体的な議論、意見をいただ

きたいと思ってございます。 

  次にワーキングでの改定作業のスケジュールが、下のほうになりますけれども、来年

度大体７月から９月にかけて２回程度開催することを予定してございます。 

  議論する内容のイメージとしては、参考資料２をつけさせていただいておりますけれ

ども、こちら国のがん対策基本計画の案の就労支援に関する部分を抜粋したものでござ

います。基本的には国が今考えていることと都も含めて都道府県が考えていることはそ

んなに大きく差はないかと思っておりますけれども、こちらが例示としてこんな形で国

のほうでやっておりますので、東京都も例を参考にしながら、東京都として何をやって

いくべきかというのを議論していきたいと考えてございます。ですので、例年より部会

の回数が多少増える可能性がございますので、ぜひ、皆様のお力添えのほうをお願いし

たいと思います。資料の３の説明としては以上となります。 

○内田ワーキンググループ長 ありがとうございました。 

  資料３についてご説明いただきましたけれども、何か委員の方々で事務局のほうにご

質問等ございましたらお願いします。これは挙手いただくか顔を出していただいてしゃ

べっていただくほうが早いですかね。 

取りあえず令和５年度は、改定作業を進めていくということですね。その間ワーキン

グのミーティングも若干多いかもしれないという話でしたけれども、よろしいでしょう

か。 

  では、次に行ってよろしいですかね。続いて、議事の２ですね。「令和４年度におけ

る都の就労支援に関する取組について」ということで、事務局からこちらも資料のご説

明よろしくお願いいたします。 

○中村統括課長代理 ありがとうございます。 

  それでは、議事の二つ目として、資料４をご覧ください。 

  こちらは、昨年度までのワーキング等でご意見を踏まえまして、令和４年度東京都の

ほうで実施したがん患者の治療と仕事の両立支援事業の取組内容をまとめさせていただ
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いたものになってございます。これまでやってきたことを少し皆様にご説明させていた

だきたいと思います。 

  まず一つ目です。「がんになった従業員の治療と仕事の両立支援サポートブック」を

作成いたしました。こちらですけれども、平成２７年３月に作成しました「がんになっ

た従業員の治療と仕事の両立支援ハンドブック」というものがございまして、この内容

をアップデート、更新したものになってございます。 

  内容の検討に当たりましては、本ワーキングの中からも検討委員として何名かの方に

携わっていただきました。 

  サポートブックの主な対象ですけれども、企業の経営者の方ですとか人事労務担当者

の方々を対象に考えてございまして、がん患者の就労に関する適切な知識ですとか、対

応方法を啓発することで、従業員の方ががんになっても働き続けられる職場環境づくり

をサポートすることを目的としているものでございます。 

  配布方法としましては、東京都がんポータルサイトにてデジタルブック形式で公開す

るほか、希望する企業様には、紙媒体での配布をすることを考えてございます。 

  また、周知に当たりましては、東京都商工会議所様を通じて、宣伝チラシを配布させ

ていただきました。また、都内拠点病院等には、メール等により周知してございます。 

  サポートブックの主な内容につきましては、参考資料３という形でＵＲＬをつけてお

りますけれども、基礎編・実践編・参考資料編の３部構成となってございます。  基

礎編では、がんに関する最新データ等を示しながら、両立支援の必要性への理解ですと

か、がんに対する基礎知識を深めてもらえるような内容になってございます。 

  実践編としましては、従業員の方ががんになった場合に、円滑に支援を行うことがで

きるようにあらかじめ準備しておくべきことから、実際に従業員の方ががんになった申

告ですとか相談があった際の対応方法について記載してございます。 

  具体的には、治療と仕事との両立支援を進める上での関係者とその役割ですとか、柔

軟な働き方の制度やその効果、勤務情報提供書及び主治医意見書等を使用した企業・医

療機関連携の方法など、そういったところを記載してございます。 

  また、参考資料編ということで、両立支援に役立つ情報が得られるサイトですとか資

料、相談窓口、患者本人や企業が利用可能な支援制度について紹介してございます。こ

ちら、こういったデジタルブックという形でポータルサイト等で普及していくほか、紙

でも作成しておりまして、まだ東京都のほうにたくさんございますので、もしご希望の

方がいらっしゃいましたら、ぜひご連絡いただければ提供させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

  次に、二点目の企業向け研修用映像教材・スライド教材・自己研修用教材の作成でご

ざいます。 

  こちらも、平成２７年３月にも先ほどのハンドブックと併せてこういった教材を作っ

たのですけれども、今回も併せてこちらの教材も更新したものでございまして、先ほど
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紹介したサポートブックの内容を基に作成した形になってございます。こちらも、がん

に関する正しい知識や部下や同僚ががんになった場合の支援方法について、身につけて

もらうことを目的としてございます。企業内で研修を行う際に使っていただくようなこ

とをイメージしてございます。 

  いずれも、年度末までの完成に向けて、現在、作業中でして、完成後は東京都がんポ

ータルサイト上で公開する予定でございます。次にご説明する企業向けセミナーでも、

この内容を紹介することを考えてございます。 

  ということで、三点目の「がんになった従業員の治療と仕事の両立セミナー（企業向

け）」を開催する予定でございます。これは、明後日の３月２４日を開催ということで

今進めているところでございます。 

  参考資料４になりますけれども、セミナーの周知チラシを添付してございます。内容

が固まるのがぎりぎりまでかかってしまいまして、なかなか皆さんに周知できなかった

のですけれども、今、取りあえず２３日まで参加を募集しているという状況です。 

  主な対象ですけれども、中小規模の都内企業の経営者の方ですとか、人事労務担当者

及び産業医の方、産業保健スタッフの皆様を想定してございます。このほか、一般で来

ていただくのも全く差し支えはございません。 

  当日の開催形式はオンラインでの開催ということで、この内容につきましても、終了

後、がんポータルサイト上でアーカイブ配信を考えております。 

  次にセミナーの内容ですけれども、まず第一部としまして、がん患者への就労支援の

意義ですとか、柔軟な働き方の活用方法について、治療医の立場であり、両立支援に精

通している有識者の方というところで、東京労災病院の神山先生を予定してございます。 

  次に第二部として、先ほど一つ目で説明しました「がんになった従業員のサポートブ

ック」ですね。こちらを教材として、その内容ですとか企業内での活躍方法のほうをご

紹介するようなメニューになってございまして、こちらは本ワーキンググループの染谷

委員のほうに講師のほうをお願いしてございます。 

  続いて第三部ということで、こちらはがん経験者の方による治療と仕事の両立支援に

関する体験談ということで、こちらも本ワーキンググループの伊藤委員のほうにお話を

お願いすることになってございます。 

  そして最後、四つ目としまして、この両立支援の実践に関するパネルディスカッショ

ンというものを考えてございます。こちらは第一部から第三部の登壇者の方に加えまし

て、両立支援に取り組む企業の方として、今回はライフネット生命保険株式会社の篠原

さんという方にお願いしてございまして、後は拠点病院の医師ということで、内田ワー

キンググループ長にもご参加のほうをお願いしているところでございます。この方たち

で、ディスカッションと申しますか、意見交換を行う予定です。 

  セミナー参加者には、本セミナーを通して、企業における両立支援の取組内容や取組

後の姿についてイメージを深めて、実際に自社で実践に向けた一歩を踏み出すきっかけ
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にしていただきたいと考えてございます。 

  セミナーについては、以上でございます。 

  続きまして、四つ目として、「がんの知識に関する普及啓発動画の作成」でございま

す。 

  こちらは、働く世代・子育て世代を中心とした一般都民向けの動画で、東京都がんポ

ータルサイト上で公開いたします。当初、就労メインで考えていたんですけれども、一

般都民向けにがんの基礎的な話もあったほうがいいだろうということで、動画の内容は

幾つか就労以外も入っております。 

  動画の内容ですけれども、一つ目ががんという病気について、二つ目でがんの予防・

検診について、三つ目としてがん治療と仕事の両立について、四つ目はがん患者の生殖

機能温存治療についてとなっており、各動画１本当たり約５分程度の計４本立てになっ

てございます。若年世代の都民に方に対して、がんという病気自体ですとか、治療と仕

事の両立に関する知識等を身につけてもらうということを目的としております。 

  ここで、５分程度になりますけれども、がん治療と仕事の両立についてちょっと流さ

せていただきます 

（動画視聴） 

○中村統括課長代理 お時間いただきましてありがとうございます。画面共有の影響で、

若干画面の動きが滑らかでなかったとは思いますけれども、実際はアニメーションみた

いな滑らかな動きでございます。また、手話通訳の挿入についても準備中でございます。 

  内容に関しましては、いろんな方に監修を受けながら作らせていただきました。こう

いった点もあったんじゃないかとか、そういったご意見等があればお聞かせいただけれ

ばと思います。 

  また、公開した後、もし可能であればリンク等をホームページ等に貼っていただいて、

普及啓発等にご協力いただければと思いますので、よろしくお願いいたします、 

  それでは、次の点でございます。また動画になるのですけれども、５番目で『「たか

みなのＴＯＫＹＯ知りたいコト！」の制作』ということで、タレントの高橋みなみさん

がナビゲーターとなりまして、若年層に向けまして、「自分ゴト」として都の施策を紹

介する「東京動画」という動画サイトがあるんですけれども、こちら、がん対策に限ら

ず東京都全体の施策を、若年層をターゲットとした都民の方に伝えるもので、作りたい

人を都庁内で手を挙げてくださいという形で、がん対策をテーマに挙げてみたら「ぜひ

どうぞ」という形になりまして、作ったものでございます。 

  こちら、若年層を対象にしたということで、今回ＡＹＡ世代の方を念頭において「が

んでも諦めない あなたを支えてくれる場所」と題しまして、がん患者の方への就労支

援を中心に、がん相談支援センターについて取り上げたものでございます。 

  具体的な内容としては、がん相談支援センターのご紹介ですとか、高橋みなみさんに

よるがん相談支援員の方やがん経験者の方にインタビューをしている形の番組となって
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ございまして、聖路加国際病院さん、特に本ワーキンググループの委員橋本委員にもご

協力いただいて作ったものでございます。 

  動画の紹介ばかりで申し訳ないんですけれども、こちらも５分程度になりますけれど

も、流させていただきたいと思います。 

（動画視聴） 

○中村統括課長代理 動画は以上でございます。ちょっと宣伝みたいで申し訳ないです。

こちらのほうもぜひ、何か使っていただければ幸いでございます。若干、東京都のサイ

トということで、再生回数も伸びていないようで、ぜひ使っていただければと思います。 

  少し逸れましたけれども、資料４の説明としては以上となります。ワーキング長、お

願いいたします。 

○内田ワーキンググループ長 ありがとうございました。資料４についてのご説明でした

けれども、何か事務局のほうにご質問等ございましたら、委員の先生方よろしくお願い

します。 

  ご出演されていらっしゃった橋本委員、何かもしコメントがございましたら、お願い

します。 

○橋本委員 聖路加病院の橋本です。内田先生、ありがとうございます。 

  このような機会をいただいてありがとうございました。結構、東京都の拠点病院の相

談支援センターの仲間たちのネットワークが結構いい形になっているなというふうに思

っているので、できるだけそこで皆さんとつながりながらサポートできたらいいなとい

うふうに思っているのと、実はがん拠点病院以外の医療機関で治療している方々が４割

でしたっけ、４割近い方は拠点病院じゃないところで治療もされているということを最

近伺いましたので、その都内のいろんなところで治療と戦っている方々のサポートも相

談支援センターでうまく吸収しながらつないでいければいいなというふうに思っていま

す。 

  感想ですみません。ありがとうございます。 

○内田ワーキンググループ長 ありがとうございました。 

  動画は僕も拝見しましたけど、インパクトが大きいし分かりやすいですよね。最初の

アニメーションのやつもすごく分かりやすいですし、あれをいかに多くの人に周知でき

るかが今後はすごく重要になってくるのかなというふうに思いましたけれども、そのた

めのセミナーが３番目でご紹介いただいた今週の金曜日のセミナーということですよね。

当院だったら、恐らくがん相談支援センターには、間違いなく情報提供するように言お

うと思うんですけれども、事務局のほうでさらに広げるような何か戦略的なものという

のは何かございますか。 

  これ、東京都外の人でも当然、見ていいわけですよね。 

○中村統括課長代理 結構でございます。 

  一応今のところ、動画に関してはインスタグラムですとか、フェイスブックですとか、
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そういった媒体を東京都も持っておりますので、流して周知していくというところがご

ざいますけれども、なかなかそれでも限界があるなというふうには感じておりまして、

それ以外だと、今ちょっとぱっと思いつくところはないんですけれども。 

○内田ワーキンググループ長 最初の動画は、がんになった人が見るというよりは、がん

になる前の、仕事を始めたばかりの若い夫婦の話でしたよね。ああいうのを、がんにな

ってからしかなかなか意識が向かないところですけど、がんになる前の人にも見てもら

うために、委員の先生で何かいいアイデアを出していただいたら、事務局のほうですく

っていただけるかもしれませんが、いろんな方面の。 

  どうぞ。鳥居委員、よろしくお願いします。 

 

○鳥居委員 東京都医師会の鳥居ですけれども。 

  やはりかかりつけ医の果たす役割もこれから大きくなると思いますので、退院後の就

労ということになると思います。また、病院に通いながらということにもなるので、東

京都医師会のほうの地区医師会に通達する、あるいは東京都医師会のホームページから

リンクをとばせるような感じで見てもらう数を増やせるというのは、一つの方法じゃな

いかと思っております。限られたことではありますけれども、ご協力できればと思って

おります。 

  以上であります。 

○内田ワーキンググループ長 ありがとうございます。大変な貴重なご意見、ありがとう

ございました。 

○竹井委員 いいですか。聖路加病院の竹井です。 

○内田ワーキンググループ長 どうぞ。よろしくお願いします。 

○竹井委員 よろしくお願いします。 

  質問ですが、企業向けのセミナーということで、企業に直接アクセスする機会という

のはお持ちなんですか。例えば、私も一般企業の産業医としても働いているんですけれ

ども、人事がこの情報を知っているのかどうかというのもすごく興味があって、もし知

らなかったらやっぱりこういうのを人事の人にも見てほしいなという率直な思いがあっ

たんですけれども。企業の人事が集まるような機会があれば、恐らく先ほどのがんにな

る前の若い夫婦の動画というのも、「新入社員の研修のときとかに見ていただくという

ことに使えますよ」という案内をできるのかなと思いました。 

○内田ワーキンググループ長 事務局いかがでしょう。 

○中村統括課長代理 事務局でございます。先生、ありがとうございます。 

  実は、東京都として考えても、企業との直接アクセスの場所は正直のところないとい

う状況でございます。今回、先ほど言ったサポートブックですとか、セミナーのチラシ

ですね、これらの広報を東京商工会議所さんにお願いしたというのが一つです。それし

か今のところはなかったという状況でございます。 
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  あとは、先ほど計画改定の話をちょっとさせていただきましたけれども、今回企業向

けにも調査等をかけているんですけれども、調査への協力依頼を送るにも、住所等のリ

スト等を持っておらず、リストをもらうとすると総務省に連絡しないといけないという

状況になっていますので、それに関しても東京商工会議所さんを通じて周知させていた

だいたという状況でございます。東京都産業労働局でも人事担当者の会議とかを持って

いるところは特にない状況ですね。 

  ということで、なかなか直接訴える手段というのをちょっと今持ち合わせていないと

いうのが、正直なところでございます。 

  以上でございます。 

○鈴木医療政策担当部長 すみません。東京都鈴木でございます。 

  ご意見ありがとうございます。 

  今思い浮かぶのが、医療保険者さん、例えば協会健保さんですとか、健保連盟の方と

か、そういったところとつながりがありますので、ご相談にしてみてもいいかななんて

思っています。いろんな広がりを職員とも相談しながら試していきたいと思います。ま

た、委員の皆様にもご協力いただくようなことがあるかもしれません。その節は、ご相

談に乗っていただけると助かります。よろしくお願いします。 

○内田ワーキンググループ長 ありがとうございます。 

○染谷委員 すみません。よろしいでしょうか。 

○内田ワーキンググループ長 どうぞ。 

○染谷委員 東京都社会保険労務士会の染谷です。 

  私どものほうで、今回のこの企業向けセミナーや、サポートブックに関しましては、

私ども会員向けに発信をさせていただいて、会員の顧問先企業等に周知をお願いできれ

ばと考えております。 

  後もう一点ご提案なのですが、厚生労働省で、「がん対策推進企業アクション」とい

う活動が行われていて、その登録企業へは、メーリングリスト情報提供等を行っている

ようです。がん対策やこのがん治療と仕事の両立に関してもかなり積極的に取り組んで

いる企業が登録されていらっしゃるので、とても効果的ではないかと思います。東京都

と厚生労働省との連携はされているのでしょうか。 

○内田ワーキンググループ長 いかがでしょうか。事務局のほうから。 

○事務局（生方） 事務局でございます。染谷委員、ありがとうございます。 

  今のところ、その企業アクション向けに都がやっている取組の内容を周知くださいと

いうお願いをしている状況ではなくて、今いただいた意見をもとに、これから働きかけ

をしていくよう検討をしたいと思います。貴重なご意見ありがとうございます。 

○内田ワーキンググループ長 その他、ございませんでしょうか。 

鳥居委員。どうぞ。 

○鳥居委員 東京都医師会の鳥居です。 
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  以前に東京都商工会議所と東京都と東京都医師会で、風疹のワクチンを広げようとい

うことで、健康経営の一環としていろいろ取組をしたことがあります。そういったほう

もいろいろ使えるんじゃないかと思っております。 

  以上であります。 

○内田ワーキンググループ長 ありがとうございました。 

  様々、非常にいろんなご意見をたくさんいただきまして、後は福祉保健局のほうでう

まく拾っていただけたらと思います。 

  ほか、よろしいでしょうか。 

  では、続きまして、議事の３にいきたいと思います。「令和５年度における都の就労

支援に関する取組」ということで、こちらは資料の５ですかね。またご説明、事務局の

ほうからよろしくお願いいたします。 

○中村統括課長代理 ありがとうございます。 

  それでは、資料５をご覧ください。画面も共有いたします。 

  令和５年度に予定しておりますがん患者の治療と仕事の両立支援事業の三つの取組内

容について、ご説明いたします。 

  まず一点目、「がんになった従業員の治療と仕事の両立支援セミナー（企業向け）」

というところで今年度もやりますけれども、来年度も引き続き開催を考えてございまし

て、来年度は開催回数２回を予定してございます。 

  具体的な内容はこれから少し詰めなければいけないところではあるんですけれども、

今考えているのが、令和４年度のセミナー、今回参加していただく企業の中で、このセ

ミナーを受けて、もしくは今年度作成したサポートブック等を活用して、両立支援の取

組取組みを進めたというようなところがあれば、実際に取り組んでいただいている内容

をご紹介するような形を考えてございます。 

  また、都が作成した企業向けの研修用教材などの活用事例もあれば併せて紹介しても

らうようなことを考えてございます。 

  残る二つの２番目と３番目の取組なんですけれども、こちらのほうはいずれも医療機

関と患者の職場との仲介・調整役を担う、両立支援コーディネーターをテーマにしまし

て、この方々の活用を通じて、医療機関と患者の職場が効果的な情報共有を行い、企業

から患者へのきめ細やかな配慮が実現するようなことを図っていくような取組を考えて

ございます。 

  一つ目としまして、「両立支援コーディネーターの意見交換会・事例検討会」の開催

というものを考えてございます。主な対象としましては、がん診療連携拠点病院の両立

支援コーディネーターの方々でございます。都内の拠点病院ですと、ほとんどのがん相

談支援センターの中で１名以上の方がいらっしゃるというような状況かと思ってござい

ます。 

  しかしながら、このコーディネーターの方々が日頃どのように活動されているのか、
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東京都としてはなかなか把握できていない状況でございます。コーディネーターの方々

が、医師と会社と患者さんの間に入ってどうやって動くのかがよく分からない、既にそ

こで関係性がある程度出来上がってしまっているのでなかなか入り込めないというよう

な話もちょっと聞いたりしますので、まずはアンケートのような形で、日々どのような

活動をされているのか状況をお聞きしたいなというふうに考えてございます。 

  そのアンケートの結果を踏まえて、コーディネーター業務の好事例の共有ですとか、

事例検討が行えるような機会を設けたいと考えてございます。 

  これは東京都主催でやるか、またはがん診療連携拠点病院、東京都内３０数か所ござ

います、協力病院も含めれば５０か所以上ありますけれども、こちらの集まりである東

京都がん診療連携協議会というのがございまして、こちらでも相談支援をやっている

方々の集まり等もございますので、そういった場を活用してやるかどうかは今こちらで

検討しておりますが、そういったどこでやるかは別として、そういった取組をやってい

きたいなというふうに考えてございます。 

  続きまして、「両立支援コーディネーター紹介カード（仮称）の作成」というのを考

えてございます。今後、すごいものを作ろうということではなくて、医療機関の両立支

援コーディネーターの方が患者さんと関係性を持ち支援していく中で、患者さんの了解

を得た上で、患者の職場へカードを送付することによって、医療機関と企業の情報共有

を円滑化することを目的に取り組みたいというものです。そのカードの中身としては、

医療機関のコーディネーターの連絡先ですとか、「企業に対してこんなことが支援でき

ます」「拠点病院のコーディネーターを活用してください」ということを想定してござ

います。なかなか患者さん本人から会社側に言いづらいみたいなこともちょっと聞いた

りしていますので、医療機関と職場をつなぐようなカードをお渡しいただくということ

をちょっと考えてございます。 

  カードの内容につきましては、先ほどお話しした東京都がん診療連携協議会の場など

を活用させていただいて、各拠点病院のコーディネーターの方からの意見をもとに作成

していきたいと考えてございます。 

  令和５年度につきましては、これら三つの取組から企業における治療と仕事の両立支

援体制の強化を図っていきたいと考えてございます。 

  資料４の説明としましては、以上でございます。ワーキング長お願いします。 

○内田ワーキンググループ長 ご紹介、ご説明ありがとうございました。 

  令和５年度の治療と仕事との両立支援事業の取組について、資料の５についてご説明

いただきましたけれども、何かご質問等ございませんでしょうか。 

○大賀委員 アフラックの大賀でございます。 

○内田ワーキンググループ長 お願いします。 

○大賀委員 ご説明ありがとうございました。 

  最後のコーディネーターの紹介カードというのは、現物としてどういったものを想定
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されていらっしゃるのかなというところを教えていただきたかったんですけれども、物

が届くという形でしょうか。 

○内田ワーキンググループ長 いかがでしょう。 

○事務局（生方） 大賀委員、ありがとうございます。事務局でございます。 

  そうですね。今のところ、ポストカードサイズの紙媒体でお送りしたりとか、後はも

し可能であれば、電子メールに添付する形で電子のカードなんかも考えております。 

○大賀委員 ありがとうございます。 

  それは、個人情報、患者さんのお名前などが載るというよりは、チラシに近いという

ようなイメージでございますか。その患者さん本人の許可を得てというところが、その

方とマイネームで結びつくような書類になっているのか、それともただ全体的なお知ら

せという形のものなのかというところが少し気になりました。 

○中村統括課長代理 カード自体には恐らくそういった個人情報は載せない形にはなるか

と思うんですけれども、やはり個別の患者さんの支援にあたり医療機関と職場の連携を

促進するために送付するものなので、支援対象となる患者さんはある程度特定されるよ

うな形にはなるというふうには考えております。 

○大賀委員 ありがとうございます。 

  なかなかセンシティブなところなので、難しいかなというところがありますが、今後

ともいろいろご検討できればと思います。 

  ありがとうございます。 

○内田ワーキンググループ長 目的としては、個人データの利用ではなく、要するに両立

支援コーディネーターさんがやっていることをもっと企業のほうに知ってもらうという、

利用してくださいねというそういう理解でよろしいでしょうか。 

○事務局（生方） 事務局でございます。 

  先生のおっしゃるとおりの目的でございます。まず、企業さん側に両立支援コーディ

ネーターの方がどんな仕事をされているのかとか、どんなことができるんだということ

について知ってもらおうというためのツールにしたいと思っております。 

○内田ワーキンググループ長 ありがとうございます。 

  両立支援コーディネーター、うちの病院には１０人ちょっといるそうですけど、コー

ディネーターの活動はニーズはあるんだけどそれを知らないというか、結局普通の診断

書でもかたがついてしまっているという話を聞いたりしておりますので、こういった取

組でもしそこを突破できるのであればいいなというふうに思いましたけれども。 

  そのほかよろしいでしょうか。 

  この議事３は以上ということでよろしいですかね。 

  では、続いては４のその他ということになりますが、本日の議事１、２、３とありま

したけれども、全体を通じてでも結構ですし、各パートで言いそびれたこととかでも結

構ですので、この際ですので、なかなかこのメンバーであってお話しする機会というの
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もそう多くはないと思いますので、何かございましたらどうぞおっしゃっていただけま

すでしょうか。 

   

  竹井先生、どうぞ。 

○竹井委員 聖路加病院の竹井です。 

  次回の開催時期の目安と、それまでに委員として、調べたりやっておいたほうがいい

ことという、私たちへの何か課題みたいなのはありますでしょうか。 

○中村統括課長代理 次回は７月頃ですかね。課題というと難しいところではあるんです

けれども、次回は恐らく事業の内容という話よりは、計画改定に向けて、東京都のほう

で骨子等を作ってご意見をいただくような形になるのかなと思ってございます。なので、

可能であれば事前に資料のほうはお出ししたいと思いますので、それをご覧になってい

ただければいいのかなということと、あとは今回参考資料２で国の基本計画の就労支援

の部分をちょっとつけさせていただいたと思います。その内容を少しご覧になっていた

だけると、国が考えている課題みたいなのが少し出てきておりますので、東京都でもそ

んなに大きな差はないのかなとは思っておりますけれども、その辺を少しご覧になって

いただけると、こんな内容のことをやっていくのかなということはある程度ご理解いた

だけるのかなと思います。 

 

○竹井委員 ありがとうございます。承知いたしました。 

  あとは、先ほどの動画は、いつから見られるような形になりそうですか。 

○事務局（生方） がんになる前の夫婦が登場する普及啓発動画は、ただいま公開に向け

て準備中でございまして、恐らく来週中ぐらいにはアップされると思います。アップ作

業ができましたら、皆様にご連絡いたしますので、少々お時間いただければと思います。 

  よろしくお願いいたします。 

○内田ワーキンググループ長 そのほか、何かございませんでしょうか。 

  動画とあるいはこの実際に作られたサポートブックなどの宣伝として、僕はテレビＣ

Ｍとかどうなのだろうと思ったのですけれども。患者さんに対しても一番効果が高いと

いうか、ワクチンにして何にしてもテレビから得た情報が一番多いように思うのですけ

れども、都の予算とかというのはいろいろあるでしょうけれども、その辺りってどうで

しょうかね。 

○中村統括課長代理 なかなか難しいところでございます。 

○内田ワーキンググループ長 やっぱり高いですか。 

○中村統括課長代理 あまり、ＣＭを作ったことがないのですけれども、まずそれなりに

するのかなという気はしておりますが。機会があれば調べたいと思います。○竹井委員 

フェイスブックはあるんでしたっけ。 

○内田ワーキンググループ長 フェイスブックありましたよね。 
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○事務局（生方） 事務局です。 

  普及啓発動画については、フェイスブックの広告アカウントを通じて広告を行う予定

でございます。 

○竹井委員 ありがとうございます。 

  やっぱり今見ている特に若い世代とかは、TikTok とか Youtube とかのほうがヒット

しやすいのかなとも思いましたけれども、またそれを流すとなると大変かと思いますの

で。 

○内田ワーキンググループ長 確かに若い世代が見るべき内容は、フェイスブックとか

TikTok とかいいのかもしれませんね。 

  他はよろしいでしょうかね。 

  では、時間になったということで、今回の議論はこれで終了とさせていただきます。

一旦事務局にお戻しします。よろしくお願いいたします。 

○中村統括課長代理 ありがとうございます。 

  本日は、活発なご意見を頂戴しまして、ありがとうございます。こちらのほうも参考

にして考えていきたいと思います。 

  来年度は先ほども少し触れましたけれども、東京都がん対策推進計画の改定作業がご

ざいまして、皆様には、お忙しい中、多大なご協力をいただくことになるかと思います。

また今後、現在の取組ですとか、今後の取組に関して、必要に応じて委員の皆様、また

は個別にご意見等を頂戴する機会があるかもしれません。その際は、どうぞよろしくお

願いいたします。 

  事務局からは、以上でございます。 

○内田ワーキンググループ長 では、これにて「東京都がん対策推進協議会第９回の就労

支援ワーキンググループ」を閉会させていただきます。お忙しい中お集まりいただきま

して、ありがとうございました。 

   

（午後 ２時７分 閉会）  


